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【昨日の市況概要】 公示仲値 141.02

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 140.88 1.1514 162.19 1.3377 0.6420

SYD-NY High 141.67 1.1547 162.22 1.3422 0.6439

SYD-NY Low 139.89 1.1418 161.00 1.3325 0.6362

NY 5:00 PM 141.62 1.1420 161.67 1.3333 0.6365

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 39,186.98 1,016.57 日本2年債 0.6600% 0.0200%

NASDAQ 16,300.42 429.52 日本10年債 1.3000% 0.0200%

S&P 5,287.76 129.56 米国2年債 3.8201% 0.0525%

日経平均 34,220.60 ▲ 59.32 米国5年債 3.9916% 0.0123%

TOPIX 2,532.12 3.19 米国10年債 4.3998% ▲0.0157%

ｼｶｺﾞ日経先物 34,945.00 690.00 独10年債 2.4390% ▲0.0255%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,328.60 52.94 英10年債 4.5430% ▲0.0285%

DAX 21,293.53 87.67 豪10年債 4.2230% ▲0.0200%

ﾊﾝｾﾝ指数 21,562.32 167.18 USDJPY 1M Vol 13.40% ▲0.54% 　

上海総合 3,299.76 8.32 USDJPY 3M Vol 12.33% ▲0.33%

NY金 3,419.40 ▲ 5.90 USDJPY 6M Vol 11.65% ▲0.28% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

WTI 64.31 1.23 USDJPY 1M 25RR ▲2.48% Yen Call Over

CRB指数 297.30 3.90 EURJPY 3M Vol 10.59% ▲0.62%

ドルインデックス 98.92 0.64 EURJPY 6M Vol 10.55% ▲0.55%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：西・大島

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お
客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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NY市場のﾄﾞﾙ円は米株高の展開を受けた円売りが優勢となり、140.90付近まで上昇する底堅い推移。午後はﾍﾞｯｾﾝﾄ米財
務長官が、関税を巡る中国との対立に対し楽観的な見方を示した事が好感され、141.67まで上値を伸ばし、その後141.62
ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、NY市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙはﾄﾞﾙ買い地合いが重しとなり、1.1460付近までじり安で推移。午後は先述のﾍﾞｯｾ
ﾝﾄ米財務長官の発言を受け、ﾄﾞﾙ買いの流れが強まり、1.1418まで値を下げ、その後1.1420ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は140.88ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。序盤は前日の反動からﾄﾞﾙが買い戻され、仲値にかけて141円台前半まで上
昇。ただその後は目立ったきっかけがない中で、再びﾄﾞﾙ売りが加速し、ﾄﾞﾙ円は急落。前日に付けた年初来安値の140.48
を下回ると、勢いそのまま心理的節目とされていた140.00を割り込んだ。引けにかけてはやや反発し、140.14ﾚﾍﾞﾙで海外
へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､140.14ﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｲｰｽﾀｰ休暇中にあった円高方向への動きに一服感が出て､大台140円ﾚﾍﾞﾙに
戻した後に方向感なく推移し､結局140.25ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
4月22日 22:00 米 ジェファーソンFRB副議長　講演

23:00 欧 消費者信頼感・速報 4月 -16.7 -15.1
4月23日 02:40 米 カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁　講演

03:00 米 ベッセント米財務長官　発言
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
4月23日 17:00 欧 製造業PMI・速報 4月 47.4 48.6

17:00 欧 ｻｰﾋﾞｽ業PMI・速報 4月 50.5 51
17:00 欧 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI・速報 4月 50.2 50.9
19:00 欧 ノット・オランダ中銀総裁　講演 - - -
23:00 米 新築住宅販売件数 3月 685k 676k
22:45 米 製造業PMI・速報 4月 49 50.2
22:45 米 ｻｰﾋﾞｽ業PMI・速報 4月 52.6 54.4
22:45 米 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI・速報 4月 52 53.5
23:00 米 新築住宅販売件数 3月 685k 676k

米 建設許可件数・確報 3月 - 1482k
米 住宅建設許可(前月比)・確報 3月 - 1.6%

4月24日 03:00 米 ベージュブック - - -

二大責務は経済的移動性の促進に寄与

関税によるインフレ長期化させないのが責務

中国との対立は緩和していく見通し

昨日のドル円は一時140円ちょうどを割り込む局面もあったが、ベッセント財務長官による発言を受けて関税を
巡る対立が緩和に向かうとの期待から米国売りの流れが反転し、米株式の反発を横目にドル円も上昇。また朝
方にトランプ米大統領がパウエル氏を辞任させるつもりはないとの意向を示したことも好感され、ドル円は急伸
し一時143円台に乗せた。ただ依然として関税政策を巡り具体的な合意形成はなされていないことや、昨日発表
されたIMFの世界経済見通しにおいて世界経済の成長鈍化が見込まれていること等から、引き続きドル売り圧
力は相応にあると考える。一方で本日からG20及びG7の財務省・中央銀行総裁会議が開催予定であり、米関税
に対する各国の交渉の進展が見られた場合のアップサイドリスクには警戒したい。


